
ＰＶ遠隔安全診断システムの概要
《開発の背景》
太陽光パネルは故障した際に信号を発することがなく、故障の発⾒が遅れる傾向にある（重⼤事故に⾄るまで放置すると⽕災等のリスク）

 本システムでは、IoTセンサーである定置型の機器を太陽光発電設備の直流部に設置し、夜間に設備の電気的な項目について⾃動測定を⾏う。
測定したデータは外部通信機能によりクラウドサーバ上に蓄積、同時に設置個所の最寄りの気象データも取得し クラウドサーバ上に蓄積する。

 この蓄積したデータにより設備の健全性診断を⾏い、その情報を設備の保守点検者に通知することで、異常発⽣時は該当箇所へ駆け付け対応し、
速やかに改修等の是正を図ることが可能となる。

 本システムは、太陽光発電設備の安全性向上と保守点検の省⼒化に資するものであり、故障兆候が露呈しにくいものを明確化し、未然に是正
することでさまざまな事故を防ぐ。
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ＰＶ遠隔安全診断システムと他の監視手法との比較
モニタリングシステム モニタリング内容および特徴など

PV遠隔安全診断システム
（予知保全）

 従来、点検者が現地で実施する直流部（絶縁抵抗、バイパス回路、セルストリング回路※1等）
の電気測定と同等の測定を自動かつ遠隔で実施

 太陽光パネルの故障の兆候や不具合を、電気測定結果からAIにより直接判定
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既存の遠隔監視システム
（予防保全）

 発電量と外観状況を把握することが目的
 天候の影響を受けるため，発電量低下が故障に起因するものか判断が難しい

ラピッドシャットダウン※2

（事後保全）
 直流側における断線等によるアーク発⽣を検出，回路を遮断
 事後保全（異常発⽣後）の監視システム

※1 太陽光パネルを直列に接続した回路
※2 緊急時に電圧と電流を迅速に遮断し、感電リスクを低減する安全機能

測定結果を遠隔収集
⇒AIによる異常診断で故障内容の早期明確化



⑤緊急駆付対応

メンテナンス計画

地上設置

〇×物流倉庫
PCS3ストリング4で
バイパス回路の異常傾向あり

③ クラウド上で診断

・ 測定データの蓄積

・ 異常時の通知

④ 診断結果の通知・閲覧

② 電気点検結果を集約

① 自動測定機器の導入
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ＰＶ遠隔安全診断システムの概要

太陽光発電協会の保守・点検ガイドラインに準拠した測定項目
毎日夜間に以下３項目の⾃動電気測定を実施
 絶縁性能の健全性 【漏電の危険性】
 バイパス回路の健全性 【差し迫った危険因子】
 セルストリング回路の健全性 【近い将来の危険因子】

露呈しやすい領域

露呈しにくい領域

《故障兆候が露呈しにくい原因》
 電気の素人では判断が難しい
 人が全て点検するのは難しい
 人による点検の頻度を上げることは難しい など

ＰＶ遠隔安全診断システムは露呈しにくい故障を
明確化し，未然に是正することで事故を防ぐ


